






要約:ATL発症過程において HTLV-1 に感染したTリンパ球がp40taxにより1L-2Rを異常発

現した ATL前駆細胞になることはすでに明らかにされている。しかし ATL 前駆細胞がその

後どのような機序でいかなる細胞性因子により1L-2 依存性増殖より離脱し 1L-2非依存性

の増殖能を獲得してATL 細胞になるのかは全く不明である。HTLV-1 感染細胞株の中でその

増殖に 1L-2 を必要とする 1L-2 依存細胞株、IL-2 なしで自律性に増殖する 1L-2 非依存細

胞株はそれぞれ ATL前駆細胞、ATL細胞の性質を備えていると考えられる。これまでの我々

の検討により 1)1L-2 非依存細胞株は 1L-2 依存細胞株が活性化された状態の性格を持つこ

と、2)その活性化刺激は具体的には 1ck mRNA の転写を消失させ C-myc 遺伝子の転写を誘導

するもの、であることが示された。このことは2)の活性化刺激それ自体あるいはそれを誘

発する因子が HTLV-1 発癌に重要な役割を占めていることを示唆するものである。 


